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医
療
・
介
護
の
不
安
を
解
消

　
い
わ
て
中
部
ネ
ッ
ト
に
参
加
す
る
こ

と
で
▼
同
じ
薬
を
処
方
さ
れ
て
な
い
か

心
配
▼
持
病
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
別
の
医
療
機
関
で
受
診
し
て
い
る

▼
薬
や
検
査
が
多
く
、
整
理
し
て
医
師

に
説
明
で
き
な
い
―
な
ど
、
医
療
・
介

護
の
不
安
を
解
消
で
き
ま
す
。

い
わ
て
中
部
ネ
ッ
ト
参
加
で
得
ら
れ
る

四
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
普
段
の
受
診
に

　
い
わ
て
中
部
ネ
ッ
ト
に
参
加
し
て
い

る
複
数
の
医
療
機
関
で
治
療
や
検
査
を

受
け
て
い
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
診
療

内
容
や
検
査
結
果
、
処
方
し
た
薬
な
ど

の
情
報
が
関
係
者
間
で
共
有
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
診
療
内

容
や
検
査
結
果
を
正
確
に
伝
え
ら
れ
な

い
場
合
で
も
安
心
で
す
。

②
検
査
や
薬
の
重
複
リ
ス
ク
を
軽
減

　
複
数
の
医
療
機
関
で
の
検
査
や
薬
の

重
複
を
減
ら
せ
ま
す
。

③
い
ざ
と
い
う
と
き
に

　
救
急
搬
送
時
な
ど
、
意
識
が
な
い
場

合
で
も
受
け
入
れ
先
の
医
療
機
関
が
情

報
を
把
握
で
き
る
の
で
、
受
け
入
れ
後

の
迅
速
な
処
置
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※�

花
巻
市
消
防
本
部
も
い
わ
て
中
部

ネ
ッ
ト
に
参
加
し
て
い
る
の
で
、
円

滑
な
救
急
対
応
が
期
待
で
き
ま
す

④
災
害
時
に

　
カ
ル
テ
や
お
薬
手
帳
な
ど
が
な
く

な
っ
て
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
情
報
が
残

る
た
め
、
継
続
し
た
診
療
や
介
護
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

参
加
施
設
の
拡
大
に
努
め
て
い
ま
す

　
花
巻
・
北
上
・
遠
野
市
お
よ
び
西
和
賀

町
の
病
院
・
診
療
所
・
歯
科
診
療
所
・
調

剤
薬
局
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
介

護
施
設
・
消
防
署
の
う
ち
１
５
８
施
設

（
２
月
14
日
現
在
）が
い
わ
て
中
部
ネ
ッ

ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
市
や
岩
手
中
部
地
域
医
療
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で
は
、
参
加
施
設
の

増
加
を
目
指
し
、
医
療
施
設
な
ど
へ
働

き
掛
け
て
い
ま
す
。

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に

　
い
わ
て
中
部
ネ
ッ
ト
に
参
加
し
て
い

る
医
療
施
設
な
ど
が
共
有
で
き
る
の

は
、
住
民
参
加
申
し
込
み
を
し
た
人
の

情
報
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
参
加
者
や
参
加
施
設
が
増
え
る
こ
と

で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
い
き

ま
す
。
皆
さ
ん
に
必
要
な
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
各
医
療
施
設
な
ど
が
迅

速
・
正
確
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
積
極

的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
申
し
込
み
方
法

　
住
民
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
左
記
へ
郵
送
ま
た
は
、
い
わ

て
中
部
ネ
ッ
ト
に
参
加
し
て
い
る
医
療

機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
無
料
。
住
民
参
加
申
込
書
は
、

参
加
施
設
な
ど
に
設
置
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
同
封
し
て
い
る
ほ
か
、
同

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す

【問い合わせ・申し込み】
　�ＮＰＯ法人岩手中部地域医療情

報ネットワーク協議会事務局

（〒025-0092 大通り二丁目6-23

☎41-8289）
�現在の参加者数や参

加施設の一覧は同

協会ホームページ

（http://chubunw.com/）

に掲載しています ▲ＱＲコード

医療・介護の不安を解消

　「いわて中部ネット」は、参加施設がコンピューターネット
ワークを使って医療や介護に関する情報を共有し、地域全体
で住民の健康を見守るためのシステムです。皆さんも、いわ
て中部ネットに参加しませんか。

いわて中部ネットに
参加しませんか
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消防団活動の充実強化にご協力を！

消防団協力事業所を募集

　市では、消防団活動に積極的に協力している事業

所を「消防団協力事業所」として認定する「消防団協

力事業所表示制度」を設けています。

　地域の防災体制の充実を図るため、消防団活動へ

のご協力をお願いします。

■認定要件　次のいずれかに該当する事業所

�消防団に入団している従業員が２人以上いる

消防団活動に積極的に配慮している

協
力
事
業
所
表
示
証


�災害時に事業所の資機材を提供するなど、消防団

に協力している
�その他、消防団活動に協力することにより地域の

消防防災体制の充実強化に寄与している

※�認定された事業所には表示証を交付します。申し

込み方法など詳しくは下記へ

【問い合わせ】 消防本部総務課（☎22-6122）

３
月
１
日
～
７
日
は
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間

『
ひ
と
つ
ず
つ 

い
い
ね
！
で
確
認 

火
の
用
心
』

　春
は
、
空
気
が
非
常
に
乾
燥
す
る
た

め
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　日
頃
の
心
掛
け
で
火
災
を
防
ぎ
、
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
火
の
取
り
扱
い
や
後
始
末
に
は
十

分
に
気
を
付
け
る
と
と
も
に
、
万
が
一

に
備
え
て
消
火
用
具
を
準
備
し
ま
し
ょ

う
。

住
宅
防
火

　い
の
ち
を
守
る
七
つ
の

ポ
イ
ン
ト

■
三
つ
の
習
慣


寝
た
ば
こ
は
し
な
い

�

ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
し
て
使
用
す
る

�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
必
ず
火
を
消
す

■
四
つ
の
対
策

�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る（
＊
）

�

寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用

す
る

�

火
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

�

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
近
所
と
の
協
力
体
制
を
つ

く
る

＊�

設
置
し
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、

定
期
的
に
点
検
し
て
く
だ
さ
い

【問い合わせ】 消防本部予防課（☎22-6123）

たき火や枯草焼きの際は

火災に注意！

　市内では、毎年３月から５月にかけて火災

が多数発生しています。昨年の火災発生数は

53件で、この時期の火災が32件。原因は「た

き火・枯草焼き」が最も多く、約７割を占めて

います。

　たき火や枯草焼きによる火災は、山火事、

建物火災に延焼拡大することもあります。「自

分は大丈夫」「毎年やっているから大丈夫」と

いった油断はせず、次のことを守り火災を起

こさないよう注意しましょう。

屋外で火を扱う際のキーワード

「み・か・た・は・確認」

「み」…水を準備する

「か」…風の強い日は行わない

「た」…たくさん燃やさない

「は」…離れない

「確認」…消火の確認

�万が一、火が燃え広がったときは、慌てず

に119番通報しましょう

区分 平成31年・令和元年 前年比

火災発生件数 53件 ＋11件

建物火災 15件 ー８件

林野火災 ７件 ＋３件

車両火災 ６件 ＋１件

その他火災 25件 ＋15件

死
傷
者
数

死者数 ３人 －２人

負傷者数 10人 ＋５人

■平成31年・令和元年の火災発生概要（花巻管内）

み
か
た
は
確
認
！

アイコンの説明： お知らせ、 学び、 催し、 保健、 募集


